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指導部漁政課 
１．熱海・伊東地区の２漁協が合併 「いとう漁業協同組合」スタート 

 熱海・伊東地区の 2漁協（網代港、伊東市）は、3月 23日 県知事の認可を経て合併する

こととなり、4月 1日 いとう漁協本所において、合併記念式典を執り行いました。 

 合併記念式典には、漁業関係者をはじめ、関係行政機関等約 約 40 人が出席する中、合

併を祝う旨の祝辞が佃伊東市長と本会橋ヶ谷会長よりそれぞれ行われました。 

 合併方式は対等合併で、新漁協名は「いとう漁業協同組合」、本所は旧伊東市漁協本所に

置き、6支所による組織構成で、正組合員数 494人（県内 3位）、水揚髙は 18億 4,000万円

（県内 6位）の規模となります。 

 

２．2010 年度 漁協運動功労者 27人決まる 本県は増田勇一氏(御前崎漁協長)が受賞 

 JF全漁連では、3月 9日開催の 2009年度第 6回理事会で、全国の JF漁連・JF県信漁連等

が推薦した合計 27人を、2010年度（第 25回）の漁協運動功労者として決定しました。 

 本県からは漁協運動功労者として、先に本会及び県信漁連から推薦した増田勇一氏（御前

崎漁協長、JF 静岡漁連理事、JF 静岡信漁連代表理事副会長）が、地域漁業の生産基盤の拡

充や組合の組織・事業の強化発展に尽力したほか、漁協系統団体の役員として組織再編強化

と経営基盤の充実に努めた功績が認められ、今回の受賞が決定しましたのでお知らせ致しま

す。ここに受賞を心からお喜び申し上げます。 

 

３．県下沿海地区漁協 役員改選のお知らせ 

3 月に総（代）会を開催した沿海地区漁協のうち、任期満了等による役員改選を行った漁

協の組合長が次のとおり決まりましたので、お知らせします。 

漁協名 代表理事組合長 漁協名 代表理事組合長 

初   島 新藤 康晴（新） 小   川 橋ヶ谷善生（再） 

い と う 高田 充朗（新） 大 井 川 港 谷澤 輝雄（再） 

田 子の 浦 外山 廣文（再） 吉 田 町 福世 準一（新） 

由 比 港 宮原 淳一（再） 相   良 萩原 徳治（再） 

焼   津 西川 德市（再）  

 

４．7名の海の若人 巣立つ                 ―県立漁業高等学園― 

県立漁業高等学園では、3月 15日平成 21年度（第 41期生）卒業式を執り行い、本県漁業

の将来を担う海の若人 7名(航海科 4名・機関科 3 名)が巣立ちました。 

式典では、卒業生全員に卒業証書の授与され、渥美園長の式辞に続き、来賓の清水焼津市

長、橋ヶ谷同学園後援会長よりそれぞれ祝辞が述べられました。 

引き続き卒業生を代表して、古谷野 草君が「自分の一生を決める大切なものを、この一

年間で得ることが出来ました。県内さまざまな漁業の担い手として旅立ちます。この一年間

の経験を、心と体に刻み、皆様の期待に沿える漁業後継者になりたいと思います」と力強く

答辞を述べ閉会しました。なお、卒業生全員は、次のとおり各々県内の漁船への就職が決定

しています。▽遠洋かつおまぐろ：1名 ▽棒受け網・さばすくい網：2 名 ▽中型まき網：

2名 ▽大中型まき網：1名 ▽しらす船曳網：1名 

 

５．日頃の実践活動の取り組みを発表       ―全国青年・女性漁業者交流大会― 

3 月 8・9 日の両日、東京国際フォーラムにおいて第 15 回全国青年・女性漁業者交流大会

が開催され、本県代表の伊豆漁協稲取支所青壮年部並びに由比港漁協女性部が、それぞれ全

漁連会長賞を受賞しました。 

 当日は、全国から 46のグループが参加し、５つの分科会に分かれ日頃の実践活動の成果を

発表しました。 

本県代表の伊豆漁協稲取支所青壮年部は、第 3 分科会（流通・消費拡大部門）に属し『キ

ンメダイ産地の誇りにかけて―稲取キンメ日本一を目指して』と題し、鮮度保持の取組みや

近赤外測定器使用により脂肪率測定後の銘柄別販売の検討をするなど、消費者ニーズに積極

的に対応する取り組みについて発表しました。 

また、由比港漁協女性部においては、第 4 分科会（地域活性化部門）で『さくらえびの港

からおいしい文化を全国に―地元の子供と都会の子供に漁業体験を―』と題し、各種イベン

ト参加や近隣小学校の地域学習で魚料理教室を開催するほか、静岡体験教育プログラムとし

て登録された「漁港体験教室」を、首都圏の小学校が希望する中、学校単位で受け入れ漁業

体験学習を実施している旨を発表しました。 

 今後、両グループの活動が更に拡充し、成果が実りますように大いに期待されます。 

 

６．27名の新人漁協職員が集う！          ―第 87 回 漁協新職員研修会― 

 本会では、3月 24・25 日の両日、県水産会館において、漁協新職員研修会を開催しました。

これは、社会人の一般的マナーを学ぶとともに、漁協職員としての自覚を高め、その職務に

対する基礎知識の習得を目的に開催したもので、県下 8 漁協及び 4 つの水産関係団体から、

合計 27人の参加がありました。 

 一日目は、本会の村松指導担当参事から「静岡県の水産業について」、五十風職員から「漁

協組織の現状と漁協職員の心構えについて」の講義が行われた後、引き続き、県信漁連川村

総務部長から「信用事業について」、共水連静岡小林次長代理から｢共済事業について｣、最後

に本会の宮崎購買部長から「経済事業について」など、系統団体の事業紹介がそれぞれ行わ

れました。 

 二日目は、NTT 西日本‐東海の竹内美喜子氏を講師に迎え、新社会人としての接客、電話

対応等のビジネスマネーを熱心に研修しました。 

研修後のアンケートでは、「特産品を扱う仕事なので頑張りたい」、「学んだことを日々の業

務に活かしたい」などの前向きな抱負が聞かれました。 

 

 

 

 

 


